
中国の文化Ⅸ 第一回

なぜ中国文化を学ぶのか

落語「饅頭こわい」を例に
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なぜ中国文化を学ぶのか？
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？
「日本固有の文化にはどんなものがあるの？」

外国の人にこんな質問をされたら、あなたはど

う答えますか？
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4

落
語

〔
解
説
〕

こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
日
本
の

伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
落
語
を
取
り
上

げ
て
み
よ
う
。

落
語
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

期
に
か
け
て
活
躍
し
た
僧
・
安
楽
庵 

策

伝
（
あ
ん
ら
く
あ
ん 

さ
く
で
ん
、
一
五
五
四
～

一
六
四
二
年
）
を
始
祖
と
す
る
、
日
本
が

世
界
に
誇
る
笑
い
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
。

現
在
も
東
京
、
関
西
を
中
心
に
約
八
〇

〇
人
の
落
語
家
が
活
動
を
続
け
て
い
る
。

安楽庵策伝上人(京都誓願寺蔵)



桂
枝
雀(

一
九
三
九-

九
九)

〔
解
説
〕

こ
こ
で
は
、
関
西
の
落
語
家
故
・
桂
枝

雀
が
語
る
「
饅
頭
こ
わ
い
」
と
い
う
落
語

を
聞
い
て
み
よ
う
。

桂
枝
雀
は
、
一
九
三
九
年
、
神
戸
の
生

ま
れ
。
中
学
時
代
に
父
親
を
亡
く
し
、
働

き
な
が
ら
定
時
制
高
校
に
通
い
、
神
戸
大

学
に
進
学
。
入
学
後
、
一
年
で
大
学
を
退

学
し
、
桂
米
朝
の
弟
子
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
三
三
歳
の
と
き
に
う
つ
病
を

発
症
。
病
気
と
闘
い
な
が
ら
、
英
語
落
語

や
笑
い
の
理
論
化
に
努
め
た
が
、
五
九
歳

で
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
こ
の
世
を
去
っ
た
。
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桂枝雀(1939～99)



古
典
落
語
「
饅
頭
こ
わ
い
」

〔
解
説
〕

噺
の
舞
台
は
、
と
あ
る
長
屋
。
そ
こ
に

暮
ら
す
連
中
が
雑
談
に
花
を
咲
か
せ
て
い

る
。
み
ん
な
が
怖
い
も
の
は
何
か
と
話
し

て
い
る
と
、
み
っ
つ
ぁ
ん
が
意
外
な
も
の

を
挙
げ
る
。
そ
れ
は
な
ん
と
饅
頭
。
日
頃
、

お
高
く
と
ま
っ
て
い
る
み
っ
つ
ぁ
ん
を

ギ
ャ
フ
ン
と
言
わ
せ
よ
う
と
、
長
屋
の
連

中
は
た
く
さ
ん
の
饅
頭
を
持
っ
て
み
っ
つ

あ
ん
の
家
へ
向
か
っ
た
の
だ
が
・
・
・
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桂枝雀(1939～99)



桂枝雀「饅頭こわい」

（1983年7月10日放送MBS「笑いころげてたっぷり枝雀」より）
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な
ぜ
「
饅
頭
こ
わ
い
」
な
の
か
？
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？



ア
ジ
ア
か
ら
見
た
落
語

〔
解
説
〕

こ
の
落
語
は
、
中
国
の
古
代
笑
話
を
翻

案
し
た
も
の
で
、
原
話
に
登
場
す
る
「
饅

頭
」
は
、
お
菓
子
の
ま
ん
じ
ゅ
う
で
は
な

く
、
中
国
の
「
饅
頭(

マ
ン
ト
ウ)

」
、
す

な
わ
ち
蒸
し
パ
ン
を
指
す
。

中
国
で
は
、
北
方
は
小
麦
、
南
方
は
米

を
主
食
と
し
、
こ
の
話
の
舞
台
と
な
っ
て

い
る
北
方
で
は
、
小
麦
で
作
っ
た
蒸
し
パ

ン
が
ご
飯
の
役
割
を
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
米
を
主
食
と
す
る
日
本
で
い

え
ば
、
「
お
に
ぎ
り
怖
い
」
と
い
っ
た
笑

い
話
な
の
で
あ
る
。
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中国北方の主食「饅頭(マントウ)」



ア
ジ
ア
か
ら
見
た
落
語

〔
解
説
〕

落
語
は
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
笑
い
の

伝
統
芸
能
だ
が
、
そ
の
演
目
を
充
実
さ
せ

る
過
程
に
お
い
て
、
中
国
の
古
代
笑
話
か

ら
多
く
の
笑
話
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

「
饅
頭
こ
わ
い
」
も
中
国
宋
代
の
葉
夢

得(

一
〇
七
七
～
一
一
四
八)
の
筆
記(

エ
ッ
セ
ー

集) 

『
避
暑
録
話
』
に
引
用
さ
れ
た
笑
話

が
原
話
に
な
っ
て
い
る
。
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宋
の
筆
記
に
登
場
す
る
「
饅
頭
こ
わ
い
」

あ
る
貧
乏
な
書
生
。
饅
頭(

蒸
し
パ
ン)

を
食
べ
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
手
に
入
れ

る
方
法
が
な
い
。
あ
る
日
の
こ
と
、
市
場

で
饅
頭
を
並
べ
て
売
っ
て
い
る
の
を
見
た

彼
は
、
大
声
を
あ
げ
て
地
面
に
倒
れ
た
。

店
の
主
人
が
驚
い
て
た
ず
ね
る
と
、
「
私

は
饅
頭
が
怖
い
の
で
す
」
と
答
え
た
。

(

宋)

葉
夢
得
『
避
暑
録
話
』
巻
下
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宋
の
筆
記
に
登
場
す
る
「
饅
頭
こ
わ
い
」

店
の
主
人
は
「
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が

あ
る
か
」
と
饅
頭
百
個
ほ
ど
を
置
い
て
、

こ
の
書
生
を
部
屋
の
中
に
閉
じ
込
め
た
。

外
か
ら
よ
う
す
を
伺
う
と
、
静
か
で
声
が

し
な
い
。
壁
に
穴
を
開
け
て
覗
い
て
み
る

と
、
饅
頭
を
手
で
つ
か
み
、
す
で
に
半
分

ほ
ど
食
べ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

(

宋)

葉
夢
得
『
避
暑
録
話
』
巻
下
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宋
の
筆
記
に
登
場
す
る
「
饅
頭
こ
わ
い
」

店
の
主
人
は
急
い
で
扉
を
開
け
、
問
い

詰
め
た
。
書
生
は
答
え
て
い
っ
た
。
「
饅

頭
を
見
た
ら
、
急
に
怖
く
な
く
な
っ
た
ん

で
す
」
騙
さ
れ
た
と
知
っ
た
主
人
が
「
ほ

か
に
怖
い
も
の
は
な
い
の
か
！
」
と
怒
る

と
、
書
生
は
答
え
て
言
っ
た
。
「
ほ
か
に

渋
い
お
茶
を
何
杯
か
、
怖
い
で
す
ね
。
」

(

宋)

葉
夢
得
『
避
暑
録
話
』
巻
下
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(宋)葉夢得(1077～1148)

『避暑録話』

『
笑
府
』
に
収
録
さ
れ
た
「
饅
頭
」

〔
解
説
〕

こ
の
話
は
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
に
伝

わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
代
の
末
、
蘇
州
の
文
人
で
あ
っ
た
馮

夢
龍
は
、
中
国
の
古
今
の
笑
話
を
集
大
成

し
た
『
笑
府
』
（
全
十
三
巻
）
を
出
版
し
た
。

中
国
の
笑
話
全
集
で
あ
る
こ
の
本
の
中

に
、
宋
代
の
『
避
暑
録
話
』
の
中
の
「
饅

頭
」
の
笑
話
も
収
録
さ
れ
た
。
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(宋)葉夢得(1077～1148)

『避暑録話』

こ
の
『
笑
府
』
と
い
う
本
は
、
い
ま
ど

こ
に
あ
る
の
か
？

15
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『
笑
府
』
の
輸
入
と
翻
訳

〔
解
説
〕

『
笑
府
』
は
、
中
国
で
は
早
く
に
失
わ

れ
た
が
、
日
本
の
国
立
公
文
書
館
に
江
戸

時
代
に
輸
入
さ
れ
た
原
本
が
い
ま
も
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
が
輸
入
さ
れ
る
と
、
日
本
で
は

明
和
五
～
六
年
（
一
七
六
八
～
九
）
に
大

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
三
種
の
翻
刻
本(

ほ
ん

こ
く
ぼ
ん)

が
出
版
さ
れ
た
。

左
の
写
真
は
明
和
六
年
に
出
版
さ
れ
た

『
刪
笑
府
』
の
中
の
「
饅
頭
」
で
あ
る
。
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『
笑
府
』
の
輸
入
と
翻
訳

〔
解
説
〕

中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
笑
話
は
、
や
が

て
舞
台
を
日
本
に
移
し
、
江
戸
小
咄
、
さ

ら
に
落
語
へ
と
発
展
し
た
。
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江
戸
小
咄
『
気
乃
薬
』

安
永
八
年(

一
七
七
九)

饅
頭四

、
五
人
集
ま
っ
て
い
る
所
へ
、
痩
せ

た
色
の
悪
い
男
が
片
息
に
な
っ
て
、
が
た

が
た
震
へ
て
き
て

「
あ
と
か
ら
饅
頭
売
り
が
参
り
ま
す
が
、

私
は
そ
の
饅
頭
が
ど
う
も
怖
ろ
し
う
て
な

り
ま
せ
ぬ
。
ど
こ
ぞ
へ
か
く
し
て
下
さ

れ
」

と
い
へ
ば
、
物
置
へ
か
く
し
て
お
い
て
、

い
た
づ
ら
に
右
の
饅
頭
買
っ
て
、
盆
へ
杉

形
に
積
み
上
げ
、
物
置
の
内
へ
入
れ
て
戸

を
ぴ
っ
し
ゃ
り
建
て
て
押
へ
て
居
る
に
、

久
し
く
過
ぎ
て
も
音
も
沙
汰
も
な
し
。
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江
戸
小
咄
『
気
乃
薬
』

安
永
八
年(

一
七
七
九)

も
し
怖
が
っ
て
死
に
は
せ
ぬ
か
と
明
け

て
み
れ
ば
、
饅
頭
は
残
ら
ず
喰
っ
て
、
口

な
め
ず
り
を
し
て
居
る
ゆ
へ
、

「
手
前
は
あ
ま
り
怖
が
っ
た
か
ら
、
お
ど

し
に
入
れ
た
が
、
そ
う
喰
っ
て
仕
廻
っ
た

は
、
ど
こ
が
こ
わ
い
の
だ
」

と
い
え
ば
、

「
ア
イ
、
こ
の
上
は
お
茶
が
二
、
三
ば
い

怖
ふ
ご
ざ
る
」



何
が
日
本
固
有
の
文
化
な
の
か
？

〔
解
説
〕

で
は
、
日
本
固
有
の
文
化
と
は
何
だ
ろ

う
か
。

落
語
「
饅
頭
こ
わ
い
」
は
、
江
戸
時
代

に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
笑
話
を
原
話
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
五
〇
年

の
間
に
、
漢
文
と
し
て
読
ま
れ
、
日
本
を

舞
台
に
翻
案
さ
れ
、
さ
ら
に
落
語
と
し
て

芸
が
磨
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

こ
う
し
て
、
い
ま
も
多
く
の
人
々
に
愛

さ
れ
る
日
本
固
有
の
伝
統
芸
能
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
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日
本
の
民
族
文
字
「
か
な
」

中
国
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
日

本
独
自
の
文
化
に
発
展
し
た
も
の
。
「
か

な
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

『古今和歌集』仮名序（905年）



日
本
の
民
族
文
字
「
か
な
」

〔
解
説
〕

古
代
の
日
本
は
、
中
国
に
計
十
九
回
も

遣
隋
使
や
遣
唐
使
を
送
り
、
先
進
的
な
制

度
や
文
化
の
輸
入
に
努
め
て
い
た
。

こ
の
時
代
、
日
本
で
唯
一
使
わ
れ
て
い

た
文
字
は
、
「
真
名
」(

ま
な 

正
式
な
文

字
の
意)

と
呼
ば
れ
た
漢
字
で
あ
っ
た
。



日
本
の
民
族
文
字
「
か
な
」

〔
解
説
〕

し
か
し
、
中
国
に
使
節
を
派
遣
し
た
の

は
、
日
本
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ラ
ビ

ア(

大
食)

は
三
七
回
、
ペ
ル
シ
ア(

波
斯)

は

二
六
回
も
使
節
を
派
遣
し
て
い
た
。

漢
字
を
唯
一
の
文
字
と
し
て
い
た
日
本

と
は
異
な
り
、
ア
ラ
ビ
ア
で
は
六
世
紀
に

ア
ラ
ビ
ア
文
字
が
作
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ペ

ル
シ
ア
文
字
や
ウ
ィ
グ
ル
文
字
な
ど
、
独

自
の
民
族
文
字
が
生
ま
れ
て
い
た
。

1971年、陝西省乾県で発見された
唐章懐太子墓壁画（陝西歴史博物館蔵）
鴻臚寺の役人と外国使節が描かれている



日
本
の
民
族
文
字
「
か
な
」

〔
解
説
〕

世
界
に
は
、
自
ら
の
言
葉
を
自
ら
の
文

字
で
記
す
国
々
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

知
っ
た
日
本
で
は
、
九
世
紀
ご
ろ
、
独
自

の
民
族
文
字
「
か
な
」
が
誕
生
し
た
。

そ
し
て
、
九
〇
七
年
に
唐
が
滅
亡
す
る

と
、
漢
字
の
呪
縛
を
脱
し
、
「
か
な
」
に

よ
る
国
風
文
化
の
時
代
を
迎
え
た
。



民
族
文
化
の
独
立
宣
言

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序

や
ま
と
う
た
は
、
人
の
心
を
た
ね
と
し

て
、
万
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。

世
の
中
に
あ
る
人
、
事
・
業
し
げ
き
も

の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の

聞
く
も
の
に
つ
け
て
言
ひ
い
だ
せ
る
な
り
。

花
に
鳴
く
鶯
、
水
に
住
む
蛙(

か
は
ず)

の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生
き
る
も
の
、

い
づ
れ
か
歌
を
よ
ま
ざ
り
け
る
。

力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、

目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
、

男
女
の
仲
を
も
や
は
ら
げ
、
猛
き
武
士
の

心
を
も
な
ぐ
さ
む
る
は
、
歌
な
り
。



ひ
ら
が
な
の
も
と
に
な
っ
た
漢
字

日
本
の
民
族
文
字
「
か
な
」

「
か
な
」
は
漢
字
の
草
書
体
か
ら
作
ら

れ
た
も
の
だ
が
、
い
ま
で
は
も
と
に
な
っ

た
漢
字
の
記
憶
は
失
わ
れ
、
日
本
語
を
記

述
す
る
た
め
の
独
自
の
民
族
文
字
と
な
っ

て
い
る
。

楷書 

草書 

かな



な
ぜ
中
国
文
化
を
学
ぶ
の
か
？

こ
の
よ
う
に
中
国
文
化
が
東
ア
ジ
ア
の

諸
民
族
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。文

字
に
つ
い
て
い
え
ば
、
表
意
と
表
音

と
い
う
二
つ
の
機
能
を
備
え
た
漢
字
の
発

明
は
、
言
語
を
異
に
す
る
東
ア
ジ
ア
の
諸

民
族
に
漢
語
と
い
う
共
通
言
語
（L

in
g
u
a 

F
ran

ca

）
を
与
え
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
る

文
明
圏
の
成
立
と
高
度
な
精
神
的
交
流
を

可
能
に
し
た
。

27



中国の文化Ⅸ 第２回

殷代

殷王朝の実在を証明した

中国最古の文字



な
ぜ
中
国
文
化
を
学
ぶ
の
か
？

思
想
や
宗
教
で
い
え
ば
、
漢
代
以
降
、

中
国
の
国
教
と
な
っ
た
儒
教
は
、
東
ア
ジ

ア
に
倫
理
観
に
も
と
づ
く
国
際
秩
序
と
社

会
秩
序
を
も
た
ら
し
、
ま
た
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
仏
典
の
漢
訳(

中
国
語
へ
の
翻

訳)

は
、
東
ア
ジ
ア
に
仏
教
と
い
う
世
界

宗
教
を
成
立
さ
せ
た
。
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中国の文化Ⅸ 第４回

春秋戦国時代

儒教の誕生



中国の文化Ⅸ 第８回

魏晋南北朝時代(下)
東アジアの世界宗教となった仏教



な
ぜ
中
国
文
化
を
学
ぶ
の
か
？

科
学
技
術
で
い
え
ば
、
中
国
の
四
大
発

明
と
し
て
知
ら
れ
る
紙
や
印
刷
術
の
発
明

は
、
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
文

明
の
発
展
と
知
識
の
普
及
に
革
命
的
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
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中国の文化Ⅸ 第６回

漢代

紙の誕生



金剛般若波羅蜜経(868年刊 大英図書館所蔵)

中国の文化Ⅸ 第11回

五代十国時代(上)
印刷術の発明と書籍出版のはじまり



な
ぜ
中
国
文
化
を
学
ぶ
の
か
？

文
学
で
い
え
ば
、
中
国
歴
代
の
文
学
、

と
り
わ
け
市
井
の
人
々
の
間
で
次
々
と
生

み
出
さ
れ
た
俗
文
学
は
、
東
ア
ジ
ア
の
庶

民
の
間
に
新
た
な
文
学
を
生
み
出
す
契
機

を
与
え
た
。

落
語
の
原
話
と
な
っ
た
『
笑
府
』
や
、

こ
の
授
業
の
最
後
で
取
り
上
げ
る
『
三
国

志
演
義
』
な
ど
は
、
わ
が
国
の
芸
能
や
文

学
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
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中国の文化Ⅸ 第14回

北宋時代(下)

三国志の誕生



な
ぜ
中
国
文
化
を
学
ぶ
の
か
？

日
本
文
化
の
独
自
性
や
価
値
も
、
中
国

文
化
と
の
関
わ
り
を
無
視
し
て
は
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

こ
の
授
業
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
中
国
文

化
の
歴
史
を
理
解
し
よ
う
。
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